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経常収支比率経常収支比率　　89.6％89.6％
　地方公共団体の「財政構造の弾力性」を判断するた
めの指標です。人件費、扶助費、公債費などの経常的
経費に、地方税や普通交付税などの経常的収入がど
の程度充当されているかを比率で表しています。
　数値が高いほど、新規事業や臨時的事業に使える
財源に余裕がなく、財政構造の弾力性が低いことに
なります。令和６年度は91.9％でした。

財政力指数財政力指数　　0.660.66
　地方公共団体の「財政力の強弱」を示す指標です。
地方交付税法の規定により計算した「標準的な地方
税収」を「行政事務の必要経費」で割った数値の過去
３年間の平均値です。
　経常収支比率とは反対に、数値が高いほど財政に
余裕があるとされています。令和６年度は0.67で
した。

歳入決算額 歳出決算額 差 引 額
一 般 会 計 187億6,855万円 172億2,532万円 15億4,323万円
特 別 会 計
・国民健康保険特別会計 28億1,910万円 27億7,411万円 4,499万円
・後期高齢者医療特別会計 5億4,503万円 5億4,468万円 35万円
・介護保険特別会計 23億2,579万円 22億9,265万円 3,314万円
・地域包括支援センター特別会計 1,732万円 1,732万円 0万円
・田富よし原処理センター事業特別会計 8,543万円 7,718万円 825万円

会計別 歳入歳出決算総括表会計別 歳入歳出決算総括表
上水道事業会計

収益的
収　支

収入 2億8,587万円
支出 2億5,031万円

資本的
収　支

収入 4億8,000万円
支出 6億3,459万円

簡易水道事業会計

収益的
収　支

収入 1億9,943万円
支出 1億6,307万円

資本的
収　支

収入 7,000万円
支出 1億8,432万円

農業集落排水事業会計

収益的
収　支

収入 2億6,922万円
支出 2億3,156万円

資本的
収　支

収入 3億3,894万円
支出 3億7,884万円

公共下水道事業会計

収益的
収　支

収入 7億9,760万円
支出 7億7,183万円

資本的
収　支

収入 7億1,136万円
支出 8億4,464万円

一般会計一般会計
歳入・歳出グラフ歳入・歳出グラフ

歳 入
187億
6,855 万円

歳 出
172億
2,532 万円

歳出
　歳出のうち、最も割合が大きいものは民生費（社会福祉費や児童福祉費など）の
36.8％（63億3,592万円）、次いで、教育費（学校教育や社会体育など）、総務費（人件
費など）の順でした。
　市の借入金の返済のために使った公債費は15億1,594万円で、全体の8.8％でした。

総務費総務費
　　23億287万円(13.4%）23億287万円(13.4%）

議会費議会費　1億4,371万円(0.8%） 　1億4,371万円(0.8%） 

民生費民生費
　63億3,592万円(36.8%） 　63億3,592万円(36.8%） 

衛生費衛生費　9億2,586万円(5.4%） 　9億2,586万円(5.4%） 

労働費労働費　　　　　　　　　　　　399万円（0.0%）399万円（0.0%）

農林水産業費農林水産業費　5億5,950万円(3.2%)　5億5,950万円(3.2%)

商工費商工費
　2億8,540万円(1.7%） 　2億8,540万円(1.7%） 

土木費土木費
　10億7,799万円(6.3%） 　10億7,799万円(6.3%） 

消防費消防費
　5億6,766万円(3.3%） 　5億6,766万円(3.3%） 

教育費教育費
　31億9,014万円(18.5%） 　31億9,014万円(18.5%） 

災害復旧費災害復旧費　　　　　　　　　　0万円(0.0%） 0万円(0.0%） 

公債費公債費　15億1,594万円(8.8%） 　15億1,594万円(8.8%） 

諸支出金諸支出金　　3億1,634万円(1.8%） 　　3億1,634万円(1.8%） 

歳 入
187億
6,855 万円

歳 出
172億
2,532 万円

歳入
　歳入のうち、最も割合が大きいものは市税（住民税や法人税、固定資産税など）の
28.4％（53億2,726万円）、次いで、地方交付税、国庫支出金の順でした。
　自主財源（市税、使用料、負担金など）の割合は44.7％。対して依存財源（地方交付税、
国県支出金など）の割合は55.3％となりました。

市税市税
　53億2,726万円(28.4%） 　53億2,726万円(28.4%） 

分担金及び負担金　分担金及び負担金　6,202万円(0.3%）6,202万円(0.3%）

繰越金繰越金　17億5,542万円(9.4%）　17億5,542万円(9.4%）

繰入金繰入金　7億5,979万円(4.1%） 　7億5,979万円(4.1%） 

諸収入等　諸収入等　4億1,617万円(2.2%） 4億1,617万円(2.2%） 

譲与税、交付金等譲与税、交付金等　13億3,900万円(7.1%） 　13億3,900万円(7.1%） 

地方交付税地方交付税
　30億7,529万円(16.4%） 　30億7,529万円(16.4%） 

国庫支出金国庫支出金
　27億5,806万円(14.7%） 　27億5,806万円(14.7%） 

県支出金　県支出金　11億2,220万円(6.0%） 11億2,220万円(6.0%） 

市債　市債　20億9,227万円(11.1％）20億9,227万円(11.1％）

使用料及び手数料使用料及び手数料　6,107万円(0.3%）　6,107万円(0.3%）

自主財源（44.7％）自主財源（44.7％）
83億8,173万円83億8,173万円

依存財源（55.3％）依存財源（55.3％）
103億8,682万円103億8,682万円
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地方公共団体は、毎年度、健全化判断比率な
どを監査委員の審査に付したうえで議会

に報告するとともに、公表することが義務付け
られています。
　財政破綻の未然防止として「実質赤字比率」
「連結実質赤字比率」「実質公債費比率」「将来
負担比率」および公営企業会計における「資金
不足比率」の各指標を算定し、早期健全化基準
を１つでも超えた場合は「早期健全化団体」に
移行し、財政健全化計画の策定や外部監査が義
務づけられます。財政がさらに悪化し「財政再生
団体」に移行すると国の関与がより強まること
となります。
　中央市は、昨年度に引き続きいずれの比率も
基準を下回っており、健全性を維持しています。

公営企業会計の名称 資金不足
比 率

経営健全化
基 準

上水道事業会計 － 20.0%
簡易水道事業会計 － 20.0%
公共下水道事業会計 － 20.0%
農業集落排水事業会計 － 20.0%
※資金不足比率はありません。

実 質
赤 字 比 率

連 結 実 質
赤 字 比 率

実 質
公債費比率

将 来 負 担
比 率

－ － 6.7％ 10.9％
（13.47％）（18.47％）（25.0％）（350.0％）
※�実質赤字比率、連結実質赤字比率はありません。
※( )内は早期健全化の基準となる比率です。

「地方公共団体の
 財政の健全化に関する法律」 とは

※�１万円未満は四捨五入しています。
端数処理のため、合計と内訳の積み
上げが一致しない場合があります。

令 和７年度の一般会計・特別会計
および企業会計の決算が、９月

の定例議会で認定されました。
　この１年間に、皆さんから納めてい
ただいた税金や国・県から交付された
お金の内訳、また、それらのお金がどの
ように使われたのか、概要をお知らせ
します。
　市では今後とも、将来を見据えた健
全で持続可能な行政運営と説明に努め
ていきます。

➡�問合せ　財政課　☎274-8513
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地方債と基金の残高状況地方債と基金の残高状況

一般会計 決算の分析一般会計 決算の分析

基 金 名 令和6年度末現在高 令和7年度中増減 令和7年度末現在高

一
般
会
計

財政調整基金 28億7,396万円 376万円 28億7,772万円
減債基金 4億8,060万円 ▲1,936万円 4億6,124万円
公共施設等整備基金 14億7,712万円 ▲3億9,233万円 10億8,479万円
リニア沿線公共施設等移転整備基金 2億5,389万円 27万円 2億5,416万円
まちづくり振興基金 16億3,240万円 ▲4,939万円 15億8,301万円
ふるさと応援基金 1億8,450万円 1,445万円 1億9,895万円
地域福祉基金 2億4,560万円 0万円 2億4,560万円
地域活性化基金 1,012万円 2万円 1,014万円
農業経営者育成資金貸付基金 1,834万円 0万円 1,834万円
森林環境譲与税基金 1,764万円 187万円 1,951万円
土地開発基金 5億2,984万円 85万円 5億3,069万円

特
別
会
計

国保財政調整基金 3億7,595万円 79万円 3億7,674万円
介護保険給付準備基金 4億664万円 4,354万円 4億5,018万円
田富よし原処理センター施設事業基金 2億3,367万円 883万円 2億4,250万円

合 計 87億4,027万円 ▲3億8,670万円 83億5,357万円

基金（市の貯金）の残高基金（市の貯金）の残高

歳出性質別分析歳出性質別分析

災害復旧事業費
０万円(0.0%)

災害により公共土木施設などに
被害が発生した場合の費用

普通建設事業費
32億5,636万円（18.9%)

公共施設（道路や学校など）の建
設事業にかかる費用

繰出金
7億6,687万円(4.4%) 特別会計への支払い

維持補修費
5,266万円(0.3%)

公共施設（道路や学校など）の修
繕にかかる費用

補助費等・積立金
28億2,630万円（16.4%)

各種団体に交付している補助金
や市の将来のための貯蓄

物件費
28億8,933万円（16.8%) 物品の購入や業務の委託料など

公債費
15億1,594万円（8.8%)

地方債の元金や利子を支払うた
めの費用

扶助費
33億48万円(19.2%)

社会保障（高齢者福祉、障がい者
福祉、児童福祉など）にかかる費用

人件費
26億1,738万円(15.2%) 職員の給与や議員の報酬

（歳出総額172億2,532万円）　※（　）は構成比（歳出総額172億2,532万円）　※（　）は構成比

過去５年間の歳出額の性質別費用の比較過去５年間の歳出額の性質別費用の比較

災害復旧事業費 普通建設事業費 繰出金 維持補修費 補助費等・積立金 物件費 公債費 扶助費 人件費
令和3年度 0 2,521 690 40 4,519 2,590 1,586 2,483 2,104
令和4年度 0 1,426 718 46 2,973 2,670 1,641 2,521 2,098
令和5年度 0 2,348 987 49 2,783 2,342 1,391 2,804 2,228
令和6年度 0 2,268 759 51 3,291 2,400 1,761 3,021 2,448
令和7年度 0 3,256 767 53 2,826 2,889 1,516 3,301 2,617

0

2,000

4,000

6,000
百万円

一般会計の基金残高（72億8,415万円）÷人口

一般会計の歳入額（187億6,855万円）÷人口一般会計の歳入額（187億6,855万円）÷人口

一般会計の歳出額（172億2,532万円）÷人口

一般会計の地方債現在高（167億1,108万円） ÷人口

借入金
残　高

20万9,065円20万9,065円
主に福祉に関わることに
支出される費用

民生費民生費

3万550円3万550円
健康やごみ処理などに関わ
ることに支出される費用

衛生費衛生費

4,742円4,742円
議会運営や議員の報酬に
支出される費用

132円132円
労働者の雇用や支援に関わ
ることに支出される費用

労働費労働費 1万8,462円1万8,462円
農林水産業の振興に関わ
ることに支出される費用

農林水産業費農林水産業費 9,418円9,418円
商工業や観光の振興に関わ
ることに支出される費用

商工費商工費

3万5,570円3万5,570円
道路や公園など公共のものに
関わることに支出される費用

土木費土木費 10万5,264円10万5,264円
学校や図書館など教育に関
わることに支出される費用

教育費教育費1万8,731円1万8,731円
消防や水防など防災に関わ
ることに支出される費用

消防費消防費

０円０円
災害で道路などに被害が発生
した場合に支出される費用

災害復旧費災害復旧費 5万21円5万21円
地方債の返済に支出され
る費用

公債費公債費 1万438円1万438円
主に基金の積み立てに支
出される費用

諸支出金諸支出金

7万5,987円7万5,987円
選挙や施設管理など市の全般
的なことに支出される費用

総務費総務費

議会費議会費
議会費

衛生費

商工費

教育費

総務費

労働費

土木費

公債費

民生費

農林水産業費

消防費

諸支出金

災害復旧費

議会費

衛生費

商工費

教育費

総務費

労働費

土木費

公債費

民生費

農林水産業費

消防費

諸支出金

災害復旧費

議会費

衛生費

商工費

教育費

総務費

労働費

土木費

公債費

民生費

農林水産業費

消防費

諸支出金

災害復旧費

議会費

衛生費

商工費

教育費

総務費

労働費

土木費

公債費

民生費

農林水産業費

消防費

諸支出金

災害復旧費

議会費

衛生費

商工費

教育費

総務費

労働費

土木費

公債費

民生費

農林水産業費

消防費

諸支出金

災害復旧費議会費

衛生費

商工費

教育費

総務費

労働費

土木費

公債費

民生費

農林水産業費

消防費

諸支出金

災害復旧費

議会費

衛生費

商工費

教育費

総務費

労働費

土木費

公債費

民生費

農林水産業費

消防費

諸支出金

災害復旧費

議会費

衛生費

商工費

教育費

総務費

労働費

土木費

公債費

民生費

農林水産業費

消防費

諸支出金

災害復旧費
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衛生費

商工費

教育費

総務費

労働費

土木費

公債費

民生費

農林水産業費

消防費

諸支出金

災害復旧費

議会費

衛生費
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教育費

総務費

労働費

土木費

公債費

民生費

農林水産業費

消防費

諸支出金

災害復旧費

議会費

衛生費

商工費

教育費

総務費

労働費

土木費

公債費

民生費

農林水産業費

消防費

諸支出金

災害復旧費

議会費

衛生費

商工費

教育費

総務費

労働費

土木費

公債費

民生費

農林水産業費

消防費

諸支出金

災害復旧費議会費

衛生費

商工費

教育費

総務費

労働費

土木費

公債費

民生費

農林水産業費

消防費

諸支出金

災害復旧費

歳　入　歳　入　61万9,30161万9,301円円

歳　出　56万8,38056万8,380円円

預金額　24万353円

　55万1,412円

会 計 名 金 額
一般会計 167億1,108万円
簡易水道事業会計 10億3,114万円
公共下水道事業会計 61億5,870万円
農業集落排水事業会計 8億1,825万円
上水道事業会計 27億425万円

合 計 274億2,342万円

地方債（市の借金）の残高地方債（市の借金）の残高

14,000

R7R3 R4 R5 R6

16,000

18,000

20,000
百万円

年度

歳入歳入
歳出

18,769

17,225

18,153

16,533

15,989

14,093

16,588

14,932

17,754

15,999

過去５年間の歳入歳出決算額の推移過去５年間の歳入歳出決算額の推移

　防災行政無線システムの安定運用を継続し、災害に強い
インフラ体制を整備するため、機器の更新を令和６年度に
引き続き実施しました。

防災行政無線システム改修事業防災行政無線システム改修事業 3億2,9293億2,929万円万円

　コスト削減と施設の持続可能な維持管理を目指して、
楽くーんキッズパーク TAMAHO（玉穂ふるさとふれあ
い広場）、豊富農村広場の夜間照明設備のLED化工事を実
施しました。

体育施設整備事業体育施設整備事業 1億4,1791億4,179万円万円
　令和６年度から、老朽化の進んだ田富小学校の長寿命
化改修工事を実施しています。令和７年度は本校舎改修
工事と給食室等解体工事を実施しました。

学校長寿命化等推進事業学校長寿命化等推進事業 15億1,33115億1,331万円万円

　地域の公共交通空白地域を解消し、交通弱者の移動手段
を確保するため、乗客が事前に予約した目的地に応じた区
間を運行するデマンド交通の実証運行を実施しました。

デマンド交通システム導入事業デマンド交通システム導入事業 1,3171,317万円万円
　適正な保育環境を確保しサービスの拡充を目的とした
田富第二・第三統合保育園建設事業のうち、令和７年度は
新園舎建設と外構工事に着手しました。

保育園施設整備事業保育園施設整備事業 4億9,9434億9,943万円万円

　安全・安心な道づくりを推進し、日々の生活や交通の利
便性を高めるため、玉穂総合会館西側道路の拡幅工事と玉
穂南小学校東側道路の設計業務を実施しました。

中央市道玉穂中央通り線整備事業中央市道玉穂中央通り線整備事業 6,0956,095万円万円
　小中学生の１人に１台配布している学習用端末が更新
時期を迎えるため、端末の入れ替えを実施しました。

ICT教育環境推進事業ICT教育環境推進事業 2億2,0422億2,042万円万円

令和７年度に実施された

主な事業

人口は令和７年度末の数値人口は令和７年度末の数値
３万306人を用いています。３万306人を用いています。

　

中
央
市
の
人
口
１
人
あ
た
り
に
換
算
す

る
と
、各
決
算
数
値
が
い
く
ら
に
な
る
の
か

を
算
出
し
ま
し
た
。

市
民
１
人
あ
た
り
の

市
民
１
人
あ
た
り
の

一
般
会
計
決
算
額

一
般
会
計
決
算
額
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は
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来
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も
を

童
虐
待
と
は
、本
来
、子
ど
も
を

守
る
保
護
者（
親
や
親
に
代
わ

守
る
保
護
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親
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親
に
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養
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）が
、子
ど
も
の
身
体
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心
を

る
養
育
者
）が
、子
ど
も
の
身
体
や
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を

傷
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
を
い
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ま
す
。

傷
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。

子
ど
も
へ
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虐
待
は
大
き
く
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つ
に
分

子
ど
も
へ
の
虐
待
は
大
き
く
４
つ
に
分

類
さ
れ
ま
す
が
、こ
れ
ら
が
重
複
し
て

類
さ
れ
ま
す
が
、こ
れ
ら
が
重
複
し
て

起
こ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

起
こ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
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梨
県
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児
童
虐
待
相
談
の
現
状

山
梨
県
の
児
童
虐
待
相
談
の
現
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童
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の
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が

児
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所
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の
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件
数
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１
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の
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３
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で
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し
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が
８
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件
で
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然
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し
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水
準
で
す（
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和
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統
計
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準
で
す（
令
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年
度
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統
計
）。

主
た
る
虐
待
者
は
実
母
が
１
番
多
く

主
た
る
虐
待
者
は
実
母
が
１
番
多
く
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５
％
、実
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方
が
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５
％
、実
父
母
両
方
が
3030
・
７
％
、

・
７
％
、

実
父
実
父
1818
・
９
％
と
な
り
、親
に
よ
る
虐

・
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％
と
な
り
、親
に
よ
る
虐

待
が
約
９
割
を
占
め
ま
し
た
。

待
が
約
９
割
を
占
め
ま
し
た
。

　
虐
待
の
内
容
別
で
は
、心
理
的
虐
待

　
虐
待
の
内
容
別
で
は
、心
理
的
虐
待

▶身体的虐待▶身体的虐待
　�殴る、蹴る、投げ落とす、激しく揺さ
ぶる、やけどを負わせる、戸外に締め出
すなど

　➡後遺症を残したり、死に至ることも➡後遺症を残したり、死に至ることも

▶ネグレクト▶ネグレクト
　�子どもを残したまま外出する、家に閉
じ込める、病気やけがを放置する、適切
な食事を与えない、ひどく不潔なまま
にするなど

　➡�発達・発育が遅れたり、栄養失調や➡�発達・発育が遅れたり、栄養失調や
脱水症状などから死に至ることも脱水症状などから死に至ることも

▶性的虐待▶性的虐待
　�子どもへの性交、性的行為の強要、性器
や性交を見せる、ポルノグラフィの被
写体に子どもを強要するなど

　➡�異性への嫌悪感を植えつけるなど子➡�異性への嫌悪感を植えつけるなど子
どもの心身に大きな傷を与えますどもの心身に大きな傷を与えます

▶心理的虐待▶心理的虐待
　�言葉によるおどし、無視や拒否的態度
をとる、きょうだい間での差別的扱い、
子どもの目の前で配偶者などに暴力を
振るう（ＤＶ）など

　➡�子どもの心に不安やおびえなどを引➡�子どもの心に不安やおびえなどを引
き起こすき起こす
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か
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で
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つ
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で
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わ
り
の
人
の
協
力

く
さ
ん
い
ま
す
。ま
わ
り
の
人
の
協
力

を
得
る
こ
と
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で
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得
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談
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い
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子どもが何となく変だな？
親のようすが変だな？
親子のようすが変だな？

気づいてください

「SOS」のサイン
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く
）

（（
2424
時
間
受
付
、年
中
無
休
）

時
間
受
付
、年
中
無
休
）

1111
月
は
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」

「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」で
す
で
す

児童虐待とは児童虐待とは
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お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

平
日
時
間
外
・
休
日
交
付
を
行
い
ま
す

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
通
知
書
が
届
い
た
人
を

対
象
に
、平
日
時
間
外
や
休
日
も
交
付
事
務
を
行

い
ま
す
。

※�

当
日
は
交
付
以
外
の
手
続
き
も
受
け
付
け
ま
す
。

場
所
は
ど
ち
ら
も
市
民
環
境
課
で
す
。

▼
平
日
時
間
外
交
付（
予
約
制
）

日
時
　
11
月
12
日（
木
）、19
日（
木
）、26
日（
木
）

　
　
　
午
後
５
時
30
分
～
７
時

※��

30
分
ご
と
の
時
間
帯（
全
３
回
）で
予
約
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

定
員
　
各
回
５
人（
先
着
）

申
込
期
限
　
各
日
前
日
ま
で

▼
休
日
交
付

日
時
　
11
月
15
日（
日
）　
午
前
９
時
～
正
午

➡
申
込
み
・
問
合
せ

　
市
民
環
境
課
　
　
　
　
☎
２
７
４
ー
８
５
４
１

表
彰
表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
す
る
活
動
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
だ
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

山
梨
県
体
育
功
労
者
表
彰

　
矢
花 

誠
司 

さ
ん（
西
花
輪
第
１
）

　
清
野 

忍 

さ
ん（
井
之
口
１
）

　
石
原 

英
一 

さ
ん（
極
楽
寺
）

　
飯
沼 

一
彦 

さ
ん（
下
河
東 

下
）

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
停
止
に
つ
い
て

　
サ
ー
バ
機
器
入
替
作
業
の
た
め
、コ
ン
ビ
ニ
交

付
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
停
止
し
ま
す
。

利
用
停
止
期
間
　
11
月
17
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
午
後
５
時
～
11
時

➡
問
合
せ
　
市
民
環
境
課
　
☎
２
７
４
ー
８
５
４
１

事
業
者
向
け
の
給
与
支
払
報
告
書
関
係
用

紙
な
ど
を
配
布
し
ま
す

配
布
期
間
　
11
月
13
日（
金
）～
27
日（
金
）

場
所
　
税
務
課

※�

年
末
調
整
に
必
要
な
書
類
は
、国
税
庁
Ｈ
Ｐ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。可
能
な
限
り
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

➡
問
合
せ
　
税
務
課
　
　
☎
２
７
４
ー
８
５
４
６

11
月
の
市
民
と
市
長
の
対
話
室

日
時
　
11
月
17
日（
火
）　
午
前
９
時
30
分
～
11
時

場
所
　
政
策
秘
書
課

対 

象
・
定
員
　
市
内
に
在
住
、在
勤
、在
学
の
い
ず

れ
か
の
個
人
ま
た
は
団
体
　
３
組（
先
着
）

申 

込
方
法
　
政
策
秘
書
課
、玉
穂
支
所
、豊
富
支
所
、

市
Ｈ
Ｐ
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
11
月
10
日（
火
）ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

➡
問
合
せ
　
政
策
秘
書
課�
☎
２
７
４
ー
８
５
１
２

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

「
火
の
確
認
　
い
い
日
を
支
え
る
　
い
い
習
慣
」

期
間
　
11
月
９
日（
月
）～
15
日（
日
）

▼
甲
府
地
区
消
防
本
部
か
ら

　
空
気
が
乾
燥
し
、火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節

で
す
。火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
火
災
を
早
期
に
発
見
し
、被
害
を
最
小
限
に
抑
え

て
命
を
守
る「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、古
く
な
る
と
電

子
部
品
の
寿
命
や
電
池
切
れ
な
ど
を
起
こ
す
た
め
、

10
年
を
目
安
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

➡
問
合
せ
　
甲
府
地
区
消
防
本
部
　
査
察
課

☎
２
２
２
ー
１
２
８
４

▼
中
央
市
危
機
管
理
課
か
ら

　
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
の
期
間
中
に
、消
防

団
が
消
防
車
両
で
夜
間
の
防
火
パ
ト
ロ
ー
ル
を

善
意
を
あ
り
が
と
う

　「
地
元
の
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
一
環
と
し
て
、

地
域
の
住
民
の
健
康
づ
く
り
や
団
体
の
協
同
取
り

組
み
な
ど
の
事
業
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
寄
付
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社 

様

　
　
　
　
寄
付
金
　
85
万
４
，４
９
４
円

　
若
い
世
代
が
希
望
す
る
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
・

教
育
の
実
現
事
業
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と「
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税（
地
方
創
生
応
援
税
制
）制
度
」

を
と
お
し
て
寄
付
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

株
式
会
社 

Ｈ
ａ
ｊ
ｉ
ｍ
ａ
ｒ
ｉ 

様

（
本
社
所
在
地
　
東
京
都
渋
谷
区
道
玄
坂
）

　
　
　
　
寄
付
金
　
10
万
円

第79回山梨県体育祭り
夏秋季大会

中央市 
山 梨県体育祭り夏秋

季大会が７月下旬
から９月中旬にかけて小
瀬スポーツ公園を中心に県
内各所で開催されました。
　中央市からは22競技
283人の市民の皆さん
が出場し、市の部総合で
中央市は５位でした。

主な成績
優勝　テニス男子
　　　バレーボール男子
　　　ゴルフ
　　　柔道
２位　卓球女子
　　　剣道
３位　サッカー
４位　グラウンド・ゴルフ男子
　　　グラウンド・ゴルフ女子
　　　ゲートボール女子
　　　バウンドテニス男子
　　　ライフル射撃
５位　�ソフトテニス男子、ソフト

ボール男子、弓道女子
６位　水泳女子、ゲートボール男子

➡問合せ　生涯教育課　☎274-8522

い
き
い
き
倶
楽
部

充
実
ふ
く
し

健
康
ラ
イ
フ

が
ん
ば
れ
子
育
て

イ
ベ
ン
ト・教
室

募
　
集

相
　
談

お
知
ら
せ

い
き
い
き
倶
楽
部

充
実
ふ
く
し

健
康
ラ
イ
フ

が
ん
ば
れ
子
育
て

イ
ベ
ン
ト・教
室

募
　
集

相
　
談
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小
規
模
事
業
者
の
記
帳
相
談（
予
約
制
）

　

市
内
の
小
規
模
個
人
事
業
者
の
記
帳
に
対
す
る

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。記
帳
の
仕
方
な
ど

で
お
悩
み
の
人
は
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

対�

象　
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
に
事
務
所
が
あ
る

個
人
の
小
規
模
事
業
者

➡
問
合
せ　
中
央
市
商
工
会 

☎
２
７
３
ー
４
１
４
１

弁
護
士
と
臨
床
心
理
士
の
共
同
ス
ペ
シ
ャ
ル
企
画

子
ど
も
・
夫
婦
な
ん
で
も
無
料
相
談
会

　

離
婚
に
ま
つ
わ
る
子
ど
も
の
問
題
や
子
育
て
、

不
登
校
、子
ど
も
間
の
ト
ラ
ブ
ル
、学
校
事
故
な
ど
、

子
ど
も
や
夫
婦
に
関
わ
る
問
題
で
あ
れ
ば
何
で
も

相
談
で
き
ま
す
。

日
時　
11
月
14
日（
土
）　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
50
分

相
談
方
法（
い
ず
れ
か
を
選
択
）

①
面
談
相
談（
事
前
申
込
が
必
要
）

②
電
話
相
談（
☎
２
３
５
ー
７
２
０
２
）（
申
込
不
要
）

③
Ｚ
о
о
ｍ
相
談（
事
前
申
込
が
必
要
）

※�

面
談
相
談
ま
た
は
Ｚ
о
о
ｍ
相
談
を
希
望
す
る

場
合
は
、11
月
13
日（
金
）正
午
ま
で
に
、電
話

ま
た
は
山
梨
県
弁
護
士
会
Ｈ
Ｐ
内
の
事
前
申
込

フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

➡
申
込
み
・
問
合
せ

　
山
梨
県
弁
護
士
会　
　
☎
２
３
５
ー
７
２
０
２

遺
言
・
相
続
登
記
相
談
会（
予
約
制
）

　

甲
府
地
方
法
務
局
で
は
、山
梨
県
司
法
書
士
会

と
共
催
の「
遺
言
・
相
続
登
記
相
談
会
」を
開
催
し

ま
す
。当
日
は「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」や「
自
筆

証
書
遺
言
書
」の
作
成
体
験
会
と
司
法
書
士
に
よ

る
個
別
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　
11
月
28
日（
土
）　
午
前
10
時
～

行
い
ま
す
。ま
た
、防
火
意
識
を
高
め
る
た
め
、

消
防
本
部
と
合
同
で
市
内
を
消
防
車
両
で
巡
回
す

る
パ
レ
ー
ド
を
11
月
15
日（
日
）午
前
中
に
実
施
し

ま
す
。皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

➡
問
合
せ　
危
機
管
理
課　
☎
２
７
４
ー
８
５
１
９

11
月
は「
犯
罪
被
害
者
月
間
」で
す

　

予
期
せ
ぬ
事
件
や
事
故
に
遭
わ
れ
た
被
害
者
や

ご
家
族
は
、心
身
の
深
い
傷
に
加
え
、周
囲
の
誤
解

や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
と
い
っ
た「
二
次
被
害
」に

も
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。被
害
に
遭
わ
れ
た
人
を

孤
立
さ
せ
ず
、地
域
全
体
で
温
か
く
支
え
合
う
こ

と
が
不
可
欠
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
正
し
い
理
解
と
関
心
を
持
ち
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
思
い
や
り
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

※�

犯
罪
被
害
者
な
ど
へ
の
支
援
の
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ

（https://w
w
w
.city.chuo.yam

anashi.
jp
/so

shiki/kikikanri/sho
ub
o
u/

bouhan/14382.htm
l

）を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

➡�

問
合
せ　
危
機
管
理
課　
☎
２
７
４
ー
８
５
１
９

11
月
は「
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化

期
間
」で
す

　

労
働
保
険
は
、雇
用
保
険
と
労
災
保
険
の
総

称
で
す
。労
働
者（
パ
ー
ト
、ア
ル
バ
イ
ト
含
む
）を

１
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業
主
は
、法
人
・
個
人

を
問
わ
ず
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。未
加
入
の
場
合
は
、お
早
め
に
加
入
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

➡�

問
合
せ　

甲
府
公
共
職
業
安
定
所　

雇
用
保
険

適
用
課　
　
　
☎
２
３
２
ー
６
０
６
０（
21
＃
）

労
働
保
険
の
成
立
手
続
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　
「
労
働
保
険
」と
は
、「
労
働
者
災
害
補
償
保
険

（
労
災
保
険
）」と「
雇
用
保
険
」と
を
総
称
し
た
言

葉
で
あ
り
、常
勤
、パ
ー
ト
、ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の

名
称
や
雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、労
働
者
を
１

人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業
は
原
則
、強
制
適
用
事

業
で
あ
り
、成
立
手
続
を
行
う
義
務
が
あ
り
ま
す
。

手
続
を
行
っ
て
い
な
い
事
業
主
の
人
は
、速
や
か

に
山
梨
県
労
働
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

➡�

問
合
せ　
山
梨
県
労
働
局　
☎
２
２
５
ー
２
８
５
２

相
　
談

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　
「
夜
眠
れ
な
い
」「
憂ゆ

う
う
つ鬱

な
気
分
が
続
く
」な
ど

の
心
の
病
気
が
心
配
な
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※�

希
望
者
が
多
い
場
合
は
、医
療
に
か
か
っ
て
い

な
い
人
を
優
先
し
ま
す
。

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
面
談（
要
予
約
）

　
11
月
９
日（
月
）　
午
後
１
時
～
５
時

➡
相
談
・
申
込
み
・
問
合
せ

　
健
康
増
進
課　
　
　
　
☎
２
７
４
ー
８
５
４
２

11
月
の
行
政
相
談

日
時　
11
月
13
日（
金
）・
27
日（
金
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
玉
穂
総
合
会
館

➡
問
合
せ　
総
務
課　
　
☎
２
７
４
ー
８
５
１
１

無
料
弁
護
士
相
談（
予
約
制
）

日
時　
11
月
27
日（
金
）　
午
後
１
時
～
４
時

場
所　
総
務
課

対
象　
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
人

定
員　
６
人（
先
着
）

申
込
期
間　
11
月
24
日（
火
）　
午
前
９
時
～

※
初
め
て
利
用
す
る
人
を
優
先
し
ま
す
。

※�

相
談
前
ま
た
は
相
談
中
に
、担
当
弁
護
士
が
相
談

内
容
に
対
し
て
利
害
関
係
に
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
場
合
は
、相
談
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

➡
申
込
み
・
問
合
せ

　
総
務
課　
　
　
　
　
　
☎
２
７
４
ー
８
５
１
１

事
業
者
の
皆
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

専
門
家
が
応
じ
ま
す（
予
約
制
）

　
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
相
談
に
、

や
ま
な
し
産
業
支
援
機
構
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
応
じ
ま
す
。

日
時　
毎
週
水
曜
日　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
産
業
課

※�

相
談
時
間
は
１
事
業
者
あ
た
り
約
１
時
間
で
す
。

別
日
で
も
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

➡
申
込
み
・
問
合
せ

　
産
業
課　
　
　
　
　
　
☎
２
７
４
ー
８
５
６
１

場
所　
甲
府
合
同
庁
舎（
甲
府
地
方
法
務
局
本
局
）

　
　
　
（
甲
府
市
丸
の
内
１
ー
１
ー
18
）

定
員　
50
組（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

➡
問
合
せ　
甲
府
地
方
法
務
局　
総
務
課

☎
２
５
２
ー
７
１
５
１

事
業
の
引
継
ぎ
方
・
廃
業
の
仕
方
な
ど
の

相
談
に
専
門
家
が
応
じ
ま
す（
予
約
制
）

　
「
事
業
承
継
の
進
め
方
が
わ
か
ら
な
い
」「
後
継

者
が
見
つ
か
ら
な
い
」「
廃
業
を
し
た
い
け
ど
、

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」な
ど
、山
梨
県
事
業
承
継
・

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
専
門
家
が
無
料
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。

日
時　
12
月
９
日（
水
）　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※�

相
談
時
間
は
１
組
１
時
間
で
す
。

※
相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

場
所　
市
役
所
南
館　

２
階　

２
０
６
会
議
室

対�

象　
市
内
で
事
業
を
営
む
人

申
込
期
限　
12
月
４
日（
金
）ま
で

※�

申
込
時
に「
中
央
市
相
談
会
の
事
前
予
約
」と
伝

え
て
く
だ
さ
い
。

➡
申
込
み
・
問
合
せ

　
山
梨
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
２
４
３
ー
１
８
３
０

募
　
集

中
央
市
行
政
評
価
外
部
評
価
委
員 

募
集

　
市
で
は
、市
が
取
り
組
ん
で
い
る
事
務
や
事
業
の

改
善･

見
直
し
を
行
う
た
め「
行
政
評
価
制
度
」を
導

入
し
て
い
ま
す
。こ
の
制
度
の
一
環
で
、外
部
の
視

点
か
ら
市
の
取
り
組
み
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、改
善
点
や

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ

け
る「
行
政
評
価
外
部
評
価
委
員
」を
募
集
し
ま
す
。

※�

市
政
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
は
不
要
で
す
。

気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格

①�

市
内
在
住
の
満
18
歳
以
上
の
人（
令
和
８
年
４

月
１
日
現
在
）

②
会
議（
平
日
の
日
中
に
開
催
）に
参
加
で
き
る
人

募
集
人
数　
２
人
以
内

任
期（
予
定
）　
令
和
９
年
２
月
～
令
和
10
年
３
月
末

申
込
期
限　
11
月
18
日（
水
）ま
で

応�

募
方
法　
政
策
秘
書
課
、玉
穂
支
所
、豊
富
支
所
、

市
Ｈ
Ｐ
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、政
策
秘
書
課
窓
口
で
直
接
提
出
す
る
か
、

郵
送（
中
央
市
役
所
政
策
秘
書
課
宛
）、ま
た

は
電
子
メ
ー
ル（

seisaku@
city.chuo.

yam
anashi.jp

）で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

➡
問
合
せ　
政
策
秘
書
課　
☎
２
７
４
ー
８
５
１
２

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員 

募
集

　

豊
富
地
区
の
各
世
帯
と
事
業
所
の
水
道
メ
ー

タ
ー
の
検
針
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※�

12
月
下
旬
か
ら
、隔
月
で
年
６
回
、豊
富
地
区
の

約
３
４
０
件
を
検
針
し
ま
す
。

対
象（
全
て
に
該
当
す
る
こ
と
）

	・
県
内
在
住
者
１
人
を
保
証
人
と
で
き
る

	・
健
康
で
長
時
間
の
歩
行
が
可
能

	・
細
か
な
文
字
が
確
認
で
き
る

	・
簡
単
な
機
械
の
操
作
に
対
応
で
き
る

募
集
人
数　
若
干
名

応
募
手
順

①
上
下
水
道
課
に
連
絡

②�

履
歴
書（
写
真
入
り
）を
作
成
し
、上
下
水
道
課

窓
口
に
持
参
す
る
か
郵
送
で
提
出

中央市が中央市が
「学校情報化先進地域」「学校情報化先進地域」

に認定されましたに認定されました

中央市教育委員会では、山梨大学
教育学部三井一希准教授のア

ドバイスのもと、日本教育工学協会
（JAET）の実施する学校情報化診断シ
ステムを活用し、市内小中学校におけ
る教育情報化の推進に取り組んでき
ました。
　これまで積み重ねてきた全８校で
の「学校情報化優良校」認定をはじめ
とする継続的な取り組みが総合的に
評価され、この度、市が山梨県内の自
治体で２番目となる「学校情報化先進
地域」の認定を受けました。
　変化の激しい社会において、教育
ICTの推進は子どもたちの未来にとっ
て避けては通れない重要な取り組み
です。今後もICT環境の充実と効果的
な活用を強力に進め、豊かな学びと確
かな学力の育成に努めていきます。
➡問合せ　教育総務課　☎274-8521

中央市の風景2026
フォトコンテスト

　（一財）中央市農業振興公社では「中央市の魅力
が感じられる写真」をテーマに、フォトコンテスト
を実施しています。入賞者には、中央市産の農産物
などをプレゼントします。

作 品 募 集‼

➡問合せ
　（一財）中央市農業振興公社　☎269-2411

テーマ　中央市の魅力が感じられる写真
応募締切　12月25日（金）
応募方法　応募フォーム
※�2021年１月以降に中央市内で撮影された写真
に限ります。
※応募は１人３作品までです。
※スマホで撮影した写真も応募可能です。
※市内市外問わず応募できます。

応募フォーム
はこちら

令和７年度の最優秀賞作品

山梨中央銀行山梨中央銀行
女子バレーボール部女子バレーボール部

準優勝準優勝おめでとう‼おめでとう‼

第80回 国民スポーツ大会
（青の煌めきあおもり国スポ2026）

成年女子6人制バレーボール競技成年女子6人制バレーボール競技

第80回国民スポーツ大会【本会期：
10月10日（土）～ 20日（火）】の成

年女子6人制バレーボール競技に山梨
県代表として出場していた山梨中央
銀行女子バレーボール部の皆さんが、
準優勝に輝きました。
　山梨中央銀行女子バレーボール部の
皆さん、準優勝おめでとうございます。

※�山梨中央銀行女子バレーボール部の皆さ
んは、普段、中央市極楽寺にある「山梨中央
銀行 体育館」で練習に励まれています。

い
き
い
き
倶
楽
部

充
実
ふ
く
し

健
康
ラ
イ
フ

が
ん
ば
れ
子
育
て

イ
ベ
ン
ト・教
室

募　
集

相　
談

お
知
ら
せ

い
き
い
き
倶
楽
部

充
実
ふ
く
し

健
康
ラ
イ
フ

が
ん
ば
れ
子
育
て

イ
ベ
ン
ト・教
室

募　
集

相　
談

お
知
ら
せ

い
き
い
き
倶
楽
部

充
実
ふ
く
し

健
康
ラ
イ
フ

が
ん
ば
れ
子
育
て

イ
ベ
ン
ト・教
室

お
知
ら
せ

い
き
い
き
倶
楽
部

充
実
ふ
く
し

健
康
ラ
イ
フ

が
ん
ば
れ
子
育
て

イ
ベ
ン
ト・教
室

募　
集
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募　
集

相　
談

相　
談

お
知
ら
せ



※�
履
歴
書
の
内
容
を
確
認
後
、面
接
の
日
程
を
連

絡
し
ま
す
。

募
集
期
間　
12
月
15
日（
火
）ま
で

※�

詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

➡
問
合
せ　
上
下
水
道
課　
☎
２
７
４
ー
８
５
５
４

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

人
と
人
を
つ
な
ぐ
多
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

第
17
回 

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
ち
ゅ
う
お
う

　
日
本
人
と
外
国
人
、す
べ
て
の
市
民
が
異
文
化
体

験
を
通
じ
て
交
流
す
る
年
に
一
度
の
多
文
化
共
生

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。日
本
と
外
国
の「
文
化
」

や「
食
」を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、市
役
所

を
舞
台
に
相
互
の
理
解
と
親
睦
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

申
し
込
み
不
要
で
す
の
で
、ぜ
ひ
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
14
日（
土
）　
午
前
10
時
～
午
後
1
時

場
所　
市
役
所
本
館

内�

容　
も
ち
つ
き
体
験
、お
楽
し
み
昼
食
会（
各
国

の
家
庭
料
理
：
日
本
、ブ
ラ
ジ
ル
、ペ
ル
ー
、フ
ィ

リ
ピ
ン
）、ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト（
琉
球
太
鼓
の

演
奏
、ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）な
ど

➡
問
合
せ　
中
央
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
企
画
課　
　
　
　
　
　
☎
２
７
４
ー
８
５
２
３

生
涯
教
育
講
座

▼�

身
体
の
仕
組
み
を
見
直
す
姿
勢
改
善
教
室

　
～
そ
の
首
・
肩
こ
り
、姿
勢
が
原
因
か
も
？
～

　

猫
背
、反
り
腰
、巻
き
肩
な
ど
の
姿
勢
は
、日
頃

の
身
体
の
使
い
方
が
関
係
し
て
い
ま
す
。姿
勢
を

整
え
る
こ
と
で
、首
や
肩
の
こ
り
な
ど
の
不
調
の

改
善
や
、見
た
目
の
変
化
も
期
待
で
き
ま
す
。自
分

の
姿
勢
や
身
体
と
向
き
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
①
12
月
11
日（
金
）　
午
後
７
時
～
８
時

　
②
令
和
９
年
１
月
18
日（
月
）　
午
後
２
時
～
３
時

※
両
日
と
も
同
じ
内
容
で
す
。

場
所　
豊
富
中
央
公
民
館

対
象　
市
内
在
住
の
人

定
員　
各
回
15
人（
先
着
）

持�

ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト（
ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル
）、

飲
み
物
、筆
記
用
具
、動
き
や
す
い
服
装

申
込
期
間　
11
月
９
日（
月
）～
30
日（
月
）

➡
申
込
み
・
問
合
せ

　
生
涯
教
育
課　
　
　
　
☎
２
７
４
ー
８
５
２
２

甲
府
地
方
気
象
台「
お
天
気
フ
ェ
ア
」

　

天
気
の
こ
と
な
ど
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え

る
イ
ベ
ン
ト「
お
天
気
フ
ェ
ア
」を
開
催
し
ま
す
。

自
然
災
害
体
験
車
や
楽
し
い
実
験
、気
象
キ
ャ
ス

タ
ー
体
験
も
で
き
ま
す
。

日
時　
11
月
14
日（
土
）　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所　
甲
府
地
方
気
象
台

　
　
　
（
甲
府
市
飯
田
４
ー
７
ー
29
）

➡
問
合
せ　
甲
府
地
方
気
象
台 

☎
２
２
２
ー
３
６
３
４

わ
く
わ
く
下
水
道
体
験
教
室

　

ど
な
た
で
も
楽
し
み
な
が
ら
下
水
道
の
こ
と
が

学
べ
る
体
験
教
室
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　
11
月
29
日（
日
）

　
　
　
午
前
の
部　
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
午
後
の
部　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
釜
無
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

内�

容　
下
水
処
理
場
探
検
ツ
ア
ー
、微
生
物
観
察
、

水
の
実
験
、ク
イ
ズ
、Ｖ
Ｒ
危
険
体
験（
16
歳
未

満
は
参
加
不
可
）、下
水
汚
泥
の
リ
サ
イ
ク
ル
肥

料
や
来
場
記
念
品
プ
レ
ゼ
ン
ト　
な
ど

定
員　
各
部
40
人（
先
着
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

申�

込
方
法　

電
話
、メ
ー
ル（

kam
anashi@

yam
anashi-sw

c.or.jp

）

※�
メ
ー
ル
の
場
合
は
本
文
に
、①
代
表
者
氏
名
、②
代

表
者
電
話
番
号
、③
参
加
人
数（
小
学
生
以
下
の

内
訳
）、④
希
望
の
部（
午
前
・
午
後
）を
記
載
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
11
月
25
日（
水
）ま
で

➡
申
込
み
・
問
合
せ

　
釜
無
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
６
ー
２
２
ー
８
５
１
１

入 札 結 果 公 表入 札 結 果 公 表 ➡問合せ　管財課　☎274-8517

入札執行日　令和８年９月30日 ※金額に消費税は含まれません（単位：円）

工事・委託・物品（役務）名 工事・委託・納入（納品）場所 落札業者 落札金額 予定価格
中央市立田富第三保育園
臨時駐車場農地復旧工事 大田和地内 ㈱北原工業 3,300,000 3,420,000

63号橋補修工事 東花輪地内 中楯建設㈱ 3,350,000 3,500,000
104号橋補修工事 藤巻地内 中楯建設㈱ 4,850,000 5,050,000
中央市公共下水道ストックマネジメント
人孔蓋改築工事8-2工区 山之神地内 ㈱中部 16,600,000 17,220,000

河川水質検査業務委託 中央市内 環境未来㈱ 山梨検査センタ－ 1,980,000 2,000,000
公用車リース① 中央市役所 ㈱辰己モータース 2,490,000 3,300,000
公用車リース③ 中央市役所 ㈱辰己モータース 1,836,000 2,580,000

　中央市環境美化運動を次のとおり実施します。多くの市民の皆さ　中央市環境美化運動を次のとおり実施します。多くの市民の皆さ
んの参加をお願いします。んの参加をお願いします。

日時日時　　11月15日（日） 午前８時30分～（小雨決行）11月15日（日） 午前８時30分～（小雨決行）
※�雨天の場合は11月22日（日）に延期します。※�雨天の場合は11月22日（日）に延期します。
※�一部日程が異なる自治会があります。※�一部日程が異なる自治会があります。
※�詳細は市民環境課環境担当にお問い合わせください。※�詳細は市民環境課環境担当にお問い合わせください。

中央市環境美化運動について中央市環境美化運動について

市民環境課
環境担当
☎274-8543

委員会事務局：企画課　　☎274-8523

vol.236Chuo
City
Chuo
City だより

男と女、共に歩もう… 拓け中央輝きプラン

vol.236男と女、共に歩もう… 拓け中央輝きプラン

委員会事務局：企画課　　☎274-8523

委員会事務局：企画課　　☎274-8523

vol.236Chuo
City
Chuo
City だより

男と女、共に歩もう… 拓け中央輝きプラン

vol.236男と女、共に歩もう… 拓け中央輝きプラン

委員会事務局：企画課　　☎274-8523

　家族が互いに協力し合える温かい家庭を築くこと
を目標に、お菓子づくり教室を開催します。男女共同
参画について楽しく学び、家族の絆を深め
る場として、ぜひご参加ください。

日時　12月12日（土）

　　　午前10時～

場所　玉穂総合会館　調理室

対象　市内在住の小・中学生とその保護者

定員　20人（先着）

メニュー　米粉のガトーショコラ

持ち物　�エプロン、三角巾（バンダナなど頭をおおう
もの）、ハンドタオル

申込方法　電話（企画課　☎274-8523）

申込期間　11月10日（火）午前９時～ 20日（金）午後５時

　11月12日（木）～ 25日（水）の2週間は「女性に対す
る暴力をなくす運動」期間です。
　女性に対する暴力根絶のシンボルであるパープルリ
ボンにちなみ、11月20日（金）～25日（水）の間、市役
所本館でパープル・ライトアップを実施します。パー
プル・ライトアップには、女性に対するあらゆる暴力
の根絶を広く呼びかけるとともに、被害者に対して、
「ひとりで悩まず、まずは相談をしてください」という
メッセージが込められています。

「親子でお菓子づくり教室」開催！「親子でお菓子づくり教室」開催！ 庁舎をパープルに庁舎をパープルに
ライトアップしますライトアップします

市民
安全
安心

危
機
管
理
課

☎
２
７
４
ー
８
５
１
９

中
央
市
総
合
防
災
訓
練

　
10
月
４
日（
日
）に
実
施
し
た

「
中
央
市
総
合
防
災
訓
練
」の
内

容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
中
央
市
全
体
で
防
災
力
向
上

の
た
め
、次
の
訓
練
を
そ
れ
ぞ

れ
実
施
し
ま
し
た
。

①
地
区
別
協
働
防
災
訓
練

　

昨
年
に
引
き
続
き
、各
小
中
学
校
の
児
童
生

徒
や
教
職
員
と
自
主
防
災
会
が
協
働
で
訓
練
を

行
う「
小
中
学
校
と
の
地
区
別
協
働
防
災
訓
練
」

を
実
施
し
、約
５
，０
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
炊
き
出
し
訓
練
、Ｄ
Ｉ
Ｇ
の
発
表
、簡
易
担
架

や
簡
易
ト
イ
レ
の
作
成
、救
急
救
命
法
の
実
習
、

初
期
消
火
訓
練
の
ほ
か
、自
主

防
災
会
で
企
画
し
た
協
働
訓

練
な
ど
の「
共
助
」に
重
点
を

置
い
た
訓
練
を
実
施
し
、地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。

②�

山
梨
大
学
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）

訓
練

　
災
害
時
に
市
の
医
療
救
護
所
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
玉
穂
総
合
会
館
で
、山
梨
大
学

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
訓
練
が
実
施
さ
れ
、

中
央
市
、山
梨
大
学
医
学
部
付

属
病
院
、甲
府
地
区
消
防
本
部
、

負
傷
者
役
と
し
て
近
隣
の
自
治

会
の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
連
携
し
、担
架

や
車
椅
子
を
用
い
た
負
傷
者

の
搬
送
か
ら
、負
傷
者
の
治
療

優
先
を
決
め
る
ト
リ
ア
ー
ジ
、

Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｓ（
大
規
模
災
害
時
に
、

医
療
機
関
の
稼
働
状
況
や
災
害
医
療
に
関
わ
る

状
況
を
共
有
す
る
シ
ス
テ
ム
）で
の
情
報
共
有
、

救
急
車
で
負
傷
者
を
搬
送
す
る
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

③
重
機
操
作
訓
練

　

中
央
市
建
設
協
力
会
と
の
災
害
協
定
に
基

づ
き
、市
所
有
の
重
機
な
ど
を
用
い
た
操
作
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
災
害
時
に
迅
速
な
復
旧
対
応

が
で
き
る
よ
う
、ホ
イ
ー
ル
ロ
ー

ダ
ー
の
走
行
方
法
や
、障
害
物

の
撤
去
、ス
ラ
イ
ド
ダ
ン
プ
を

用
い
た
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
の
積
み

込
み
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

④
避
難
所
開
設
訓
練

　
市
内
16
箇
所
全
て
の
指
定
避
難
所
を
開
設
す

る
訓
練
を
実
施
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
所
へ
の

移
動
と
そ
の
避
難
所
の
安
全

確
認
、避
難
所
開
設
か
ら
完
了

の
報
告
ま
で
を
実
際
の
流
れ

で
行
い
、大
規
模
災
害
時
の
避

難
所
開
設
に
係
る
手
順
を
確

認
し
ま
し
た
。

い
き
い
き
倶
楽
部

充
実
ふ
く
し

健
康
ラ
イ
フ

が
ん
ば
れ
子
育
て

イ
ベ
ン
ト・教
室

募　
集

相　
談

お
知
ら
せ

い
き
い
き
倶
楽
部

充
実
ふ
く
し

健
康
ラ
イ
フ

が
ん
ば
れ
子
育
て

イ
ベ
ン
ト・教
室

募　
集

相　
談

お
知
ら
せ

い
き
い
き
倶
楽
部

充
実
ふ
く
し

健
康
ラ
イ
フ

が
ん
ば
れ
子
育
て

相　
談

い
き
い
き
倶
楽
部

充
実
ふ
く
し

健
康
ラ
イ
フ

が
ん
ば
れ
子
育
て

相　
談

15　広報ちゅうおう 広報ちゅうおう　14
令和８年（2026）11月号　№ 249令和８年（2026）11月号　№ 249

イ
ベ
ン
ト・教
室

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト・教
室

募　
集

お
知
ら
せ

募　
集



が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

ん

れ

育

康

イ

実

く

き

き

楽

11
月
は
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
月
で
す

　

11
月
11
日（
水
）に
、９
月
・
10
月
分
の
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
者
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
の
で

通
帳
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※�「
児
童
扶
養
手
当
」と
は
、ひ
と
り
親
家
庭
な
ど

を
対
象
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

➡
問
合
せ　
子
育
て
支
援
課　
☎
２
７
４
ー
８
５
５
７

【
パ
パ
マ
マ
学
級
】ハ
ロ
ー
ベ
ビ
ー
②

～
地
域
で
子
育
て
～

日
時　
11
月
14
日（
土
）　
午
前
９
時
15
分
～
受
付

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　
し
ん
☆
ち
び

内�

容　

産
後
の
か
ら
だ
と
き
も
ち
、生
活
の
変
化

に
つ
い
て
先
輩
マ
マ
・
パ
パ
か
ら
子
育
て
の
声

を
聞
き
ま
す
。

対
象　
妊
婦
と
そ
の
家
族

持�

ち
物　
母
子
手
帳
、筆
記
用
具
、パ
パ
マ
マ
学
級

テ
キ
ス
ト（
持
っ
て
い
る
人
）

➡
申
込
み
・
問
合
せ

　
健
康
増
進
課　
　
　
　
☎
２
７
４
ー
８
５
４
２

小
・
中
学
生
が
受
検
す
る

学
力
検
定
料
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

　

児
童
・
生
徒
の
学
習
意
欲
の
向
上
や
、保
護
者

の
経
済
的
負
担
軽
減
を
目
的
に
、学
力
検
定
料
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対�

象　

市
内
に
住
所
を
有
し
、小
・
中
学
校
に
在

籍
す
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者

助�

成
対
象
検
定　

実
用
英
語
技
能
検
定
、日
本
漢

字
能
力
検
定
、文
章
読
解
・
作
成
能
力
検
定
、

実
用
数
学
技
能
検
定

助
成
額　
検
定
料
の
２
分
の
１

※�

助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、児
童
・

生
徒
１
人
に
つ
き
、同
一
年
度
あ
た
り
各
検
定

１
回
で
す
。

申�

込
方
法　

学
力
検
定
料
助
成
金
交
付
申
請
書

兼
請
求
書（
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）に
、

次
の
い
ず
れ
か
の
書
類（
検
定
料
の
支
払
い
を

証
す
る
書
類
の
写
し
、受
験
票
の
写
し
、検
定

結
果
通
知
の
写
し
、個
別
成
績
票
の
写
し
）を

添
付
し
、教
育
総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
も
可
能
で
す
。

※�

本
会
場
受
験
者
の
み
、「
受
験
票
の
写
し
」が
必

須
で
す
。

申�

込
期
限　
受
験
し
た
日
の
年
度
末（
３
月
31
日
）

ま
で

※�

詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

➡
問
合
せ　
教
育
総
務
課 

☎
２
７
４
ー
８
５
２
１

児
童
・
生
徒
の
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
促
進
し
、事
故
時
の
被

害
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対�

象　

市
内
に
住
所
を
有
し
、小
・
中
学
校
に
在

籍
す
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者

助
成
額　
購
入
費
用
の
２
分
の
１

　
　
　
　
（
上
限
２
，０
０
０
円
）

※�

助
成
の
対
象
と
な
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
、 

令
和
８

年
４
月
１
日
以
降
に
購
入
し
た
児
童
・
生
徒
自

転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
で
、安
全
基
準
を
満
た
し

て
い
る
認
証
が
あ
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

※�

助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、児
童
・

生
徒
１
人
に
つ
き
１
回
限
り
で
す
。

※�

詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

➡
問
合
せ　
教
育
総
務
課 

☎
２
７
４
ー
８
５
２
１

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

ん

れ

育

康

イ

実

く

き

き

楽

健
康
増
進
課
か
ら

各
種
健
康
教
室
の
ご
案
内

▼
姿
勢
改
善
教
室（
予
約
制
）

　
～
姿
勢
を
よ
く
し
て
健
康
的
な
体
づ
く
り
～

子育て支援センター「しん☆ちび」
各種イベントのご案内
入園あれこれおはなし会（申込制）
　来年入園を予定している親子のためのおはなし
会を開催します。入園に向けてどんな準備をしたら
いいのか、心配なことや他の親子に聞いてみたいこ
となど、みんなで情報交換をしましょう。

日時　11月12日（木）　午後１時30分～２時30分
場所　しん☆ちび　多目的ルーム
対象・定員　来年入園を予定している親子　８組
申込期限　イベント前日まで

あそびのおけいこ（申込制）
「かけがえのない命を自分で守る心と体づくり」
　音楽や体を使った遊びを通して、親子で一緒に自
分の命は自分で守る方法を学びましょう。

日時　11月17日（火）
　　　午前10時30分～ 11時30分
場所　しん☆ちび　多目的ルーム
講師　渡辺光美さん
　　　（リズムオブラブ主宰・健康安全郷育アドバイザー）
対象・定員　歩けるお子さん～未就学児　10組
参加料　500円
申込期限　イベント前日まで

ぱぱとこの日「パパとキャラバン」（申込制）
　パパと一緒に、みんなで親子あそびを楽しみま
しょう。

日時　11月28日（土）
　　　午前10時30分～ 11時30分
場所　しん☆ちび　ひだまりルーム
対象・定員　０歳～３歳児と父親　５組
申込期限　イベント前日まで

※�各イベントの詳細の確認や申し込みは、
しん☆ちびHPをご利用ください。

➡問合せ　しん☆ちび　☎269-8212
しん☆ちび
HPはこちら

　

肩
こ
り
や
腰
痛
の
あ
る
人
な
ど
、一
緒
に
疲
れ

に
く
い
体
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

日�

時　
11
月
17
日（
火
）、12
月
15
日（
火
）、令
和
９

年
１
月
19
日（
火
）、２
月
17
日（
水
）

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所　
玉
穂
勤
労
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

定
員　
各
回
20
人（
先
着
）

持�

ち
物　

飲
み
物
、タ
オ
ル
、必
要
な
人
は
ヨ
ガ

マ
ッ
ト
や
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど

申
込
期
限　
各
回
１
週
間
前
ま
で

▼
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室（
予
約
制
）

　
～
基
礎
か
ら
正
し
い
姿
勢
で
歩
こ
う
～

　

日
頃
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
興
味
が
あ
る
け
ど

歩
い
て
い
な
い
人
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
基
礎
か
ら

一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

日�

時　
11
月
13
日（
金
）、12
月
11
日（
金
）、令
和
９

年
１
月
８
日（
金
）、２
月
12
日（
金
）、３
月
12
日

（
金
）　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所　
玉
穂
総
合
会
館　
多
目
的
ホ
ー
ル
１・
２

定
員　
各
回
30
人（
先
着
）

持
ち
物　
飲
み
物
、タ
オ
ル
、室
内
履
き

申
込
期
限　
各
回
１
週
間
前
ま
で

※�

３
月
12
日（
金
）は
ア
シ
ス
ト
グ
ル
ー
プ
総
合
防

災
公
園（
総
合
防
災
公
園
）（
雨
天
時
は
玉
穂
総

合
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
１・
２
）で
実
施
し
ま
す
。

▼
い
き
い
き
腎
臓
講
座（
予
約
制
）

　
～
腎
臓
に
つ
い
て
学
ん
で
健
康
に
過
ご
そ
う
～

　
健
康
の
た
め
、腎
臓
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時　
11
月
４
日（
水
）　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所　
市
役
所
本
館　

２
階　
防
災
対
策
室

定
員　
30
人（
先
着
）

申
込
期
限　
１
週
間
前
ま
で

※�

各
種
健
康
教
室
は
予
約
が
い
っ
ぱ
い
の
場
合

キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

➡��

申
込
み
・
問
合
せ

健
康
増
進
課　
　
　
　
☎
２
７
４
ー
８
５
４
２

山
梨
大
学
市
民
公
開
講
座

「
消
化
器
難
病
」

　
「
お
な
か
の
難
病
と
の
つ
き
あ
い
方
」を
テ
ー

マ
に
、市
民
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。病
気
の
特

徴
や
治
療
、支
援
な
ど
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
ま
す
。

日
時　
11
月
28
日（
土
）　
午
後
２
時
～
４
時

場
所　
山
梨
大
学
医
学
部 

臨
床
講
義
棟 

大
講
義
室

定
員　
２
０
０
人

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

➡
問
合
せ　
山
梨
大
学
医
学
部　
医
療
支
援
課

☎
２
７
３
ー
９
７
３
２

や
ま
な
し
肝
ぞ
う
デ
ー
２
０
２
６

　

山
梨
大
学
で
は
、今
年
も「
や
ま
な
し
肝
ぞ
う

デ
ー
」を
開
催
し
ま
す
。

　

フ
ィ
ブ
ロ
ス
キ
ャ
ン
や
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
Ⓡ
な
ど

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
、ク
イ
ズ
大
会
や
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
、楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
て
い
ま
す
。家
族
や
友
人
と
一
緒
に
楽
し
み
な

が
ら「
肝
ぞ
う
」に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時　
11
月
15
日（
日
）　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
甲
府
昭
和　
さ
く
ら
広
場

　
　
　
（
昭
和
町
飯
喰
１
５
０
５
ー
１
）

➡
問
合
せ　
山
梨
大
学
医
学
部　
医
療
支
援
課

☎
２
７
３
ー
９
７
３
２

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

ん

れ

育

康

イ

実

く

き

き

楽

介
護
者
の
つ
ど
い

　

日
頃
の
介
護
か
ら
一
時
的
に
離
れ
て
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
た
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　
11
月
19
日（
木
）　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所　
ウ
ェ
ル　
～all is w

ell

～

　
　
　
（
下
河
東
３
０
２
６
ー
14
）

内�

容　

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
美
味
し
い
ワ
ッ
フ
ル

と
ド
リ
ン
ク
を
ご
用
意
し
ま
す
。

対
象　
介
護
を
し
て
い
る
家
族
と
そ
の
本
人

定
員　
15
人（
先
着
）

申
込
期
限　
11
月
13
日（
金
）

➡
申
込
み
・
問
合
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
☎
２
７
４
ー
８
５
５
８

介護保険料は介護保険制度を維持す
る上での大切な財源です。保険料

を納めない状態が続くと、滞納した期間
に応じて次のような保険給付を制限す
る措置が取られます。

１年以上滞納した場合
介護サービス利用料をいった
ん全額自己負担（10割負担）で
払っていただきます。その後、
請求により市から７～９割を還
付します。

１年６か月以上滞納した場合
市が利用者に支払う保険給付の
全部または一部を一時的に差し
止めます。差し止めとなった保険
給付額から滞納している保険料
に充当し、還付分があれば残りを
還付します。

２年以上滞納した場合
保険料は時効により納めること
ができません。時効になった保険
料があると、いざ介護サービス
を利用するときに、時効期間に応
じて、介護サービス利用料の自己
負担が、３～４割になります。高額
介護（予防）サービス費や、施設で
の食費などの給付はしません。

　介護保険料は、65歳になった直後な
ど年金から引き落とせない期間があり、
この期間の保険料が未納になっている
ケースが多く見られます。納め忘れのな
いようにお願いします。
　納付が困難な場合は長寿推進課にご
相談ください。

➡問合せ　長寿推進課　☎274-8556

介護保険介護保険のの

給付額減額給付額減額についてについて

保険給付の制限内容

い
き
い
き
倶
楽
部

充
実
ふ
く
し

イ
ベ
ン
ト・教
室

募　
集

相　
談

い
き
い
き
倶
楽
部

イ
ベ
ン
ト・教
室

募　
集

相　
談

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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充
実
ふ
く
し

健
康
ラ
イ
フ

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

が
ん
ば
れ
子
育
て



て
と

〜
つ
な
が
る
ひ
ろ
が
る
支
援
の「
輪
」
〜

　
自
立
支
援
医
療（
更
生
医
療
）は
、身
体
の
機

能
障
が
い
を
軽
減
ま
た
は
改
善
す
る
な
ど
、

確
実
な
治
療
効
果
が
期
待
で
き
る
手
術
な
ど

の
医
療
費
に
つ
い
て
自
己
負
担
額
を
軽
減
す

る
公
的
負
担
医
療
制
度
で
す
。

対
象

　
18
歳
以
上
で
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
、

か
つ
、手
術
な
ど
の
治
療
に
よ
り
確
実
に
身

体
機
能
の
改
善
、維
持
な
ど
の
効
果
が
見
込

ま
れ
る
人

※�

身
体
障
害
者
手
帳
は
同
時
申
請
可
能
で
す
。

対
象
と
な
る
医
療
の
例

	・�

腎
臓
機
能
障
害
に
よ

る
腎
移
植
術
や
人
工

透
析
療
法
な
ど

	・�

肝
機
能
障
害
に
よ
る

肝
臓
移
植
術
な
ど

	・
心
臓
機
能
障
害
に
よ
る
弁
形
成
術
な
ど

※�

山
梨
県
の
指
定
医
療
機
関
で
受
け
る
医
療

で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。ま
た
、治
療
を

受
け
る
前
に
申
請
が
必
要
で
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

➡�

問
合
せ　
福
祉
課　
☎
２
７
４
ー
８
５
４
４

自
立
支
援
医
療（
更
生
医
療
）制
度

に
つ
い
て

山
梨
大
学
医
学
部
　
血
液
・
腫
瘍
内
科
　
准
教
授
　
川
島 

一
郎

血
液
の
病
気
に
つ
い
て

血
液
の
病
気
に
つ
い
て

　
血
液
の
病
気
と
言
う
と
あ
ま
り
馴
染
み
が

な
く
、難
し
い
病
気
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
の
で
、私
た
ち
が
専
門
と
す
る
病

気
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
血
液
を
構
成
す
る
重
要
な
要
素
で
あ
る

「
血
球
」は
、肺
で
取
り
込
ん
だ
酸
素
を
全
身
に

運
ん
で
く
れ
る「
赤
血
球
」、菌
や
ウ
イ
ル
ス
と

戦
う
免
疫
力
の
細
胞
で
あ
る「
白
血
球
」、怪
我

を
し
た
と
き
な
ど
に
止
血
す
る
作
用
を
も
つ

「
血
小
板
」の
３
つ
の
細
胞
に
よ
り
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
細
胞
は
骨
の
中
に
あ
る

「
骨こ

つ
ず
い髄

」と
い
う
場
所
で
毎
日
造
ら
れ
て
い
て
、

全
て「
造ぞ

う
け
っ
か
ん

血
幹
細
胞
」と
い
う
同
じ
細
胞
か
ら

生
ま
れ
て
き
ま
す
。こ
れ
ら
の
血
球
に
異
常
が

起
き
る
病
気
こ
そ
が
、私
た
ち
が
専
門
と
す
る

血
液
の
病
気
に
な
り
ま
す
。最
も
頻
度
が
多
い

の
は
、白
血
病
、悪
性
リ
ン
パ
腫
、多
発
性
骨
髄

腫
な
ど
の
血
液
悪
性
腫
瘍
と
呼
ば
れ
る
病
気

で
す
。時
々
、芸
能
人
や
有
名
人
が
こ
れ
ら
に

罹り
か
ん患

し
た
と
い
う
こ
と
が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ

て
い
る
の
で
、病
名
だ
け
は
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。血
液
悪
性
腫
瘍
は

「
白
血
球
」の
一
部
が
腫
瘍
化（
一
つ
の
細
胞
が

ど
ん
ど
ん
増
え
て
し
ま
う
）し
て
し
ま
う
こ
と

で
発
症
し
ま
す
。通
常
の
癌が

ん

と
同
じ
よ
う
に
し

こ
り
を
作
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、白
血
病

な
ど
血
液
の
中
の
細
胞
の
数
が
変
化
す
る
だ

け
で
、し
こ
り
を
作
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

死
亡
す
る
こ
と
も
あ
る
重
い
病
気
で
は
あ
り

ま
す
が
、治
療
方
法
の
進
歩
に
よ
り
、治
る
こ

と
が
で
き
る
患
者
さ
ん
の
割
合
も
増
え
て
き

て
い
ま
す
。ま
た
、血
液
の
病
気
に
は
再
生
不

良
性
貧
血
、免
疫
性
血
小
板
減
少
症
、自
己
免

疫
性
溶
血
性
貧
血
な
ど
の
良
性
疾
患
も
あ
り

ま
す
。こ
れ
ら
は
自
分
の
免
疫
が
自
分
の
体
を

攻
撃
し
て
し
ま
う
自
己
免
疫
疾
患
で
あ
る
こ

と
が
多
く
、「
指
定
難
病
」に
な
っ
て
い
る
疾

患
が
含
ま
れ
ま
す
。

　
血
液
の
病
気
は
ど
う
い
う
症
状
を
き
っ
か

け
に
見
つ
か
る
の
だ
ろ
う
か
と
心
配
さ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。残
念
な
が
ら
、こ
の
症
状

に
気
を
付
け
れ
ば
血
液
の
病
気
が
早
く
わ
か

る
と
い
う
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。血
液
の
病
気

に
罹
患
し
て
も
最
初
は
無
症
状
で
あ
っ
た
り
、

症
状
が
あ
っ
て
も
風
邪
の
よ
う
な
軽
微
な
症

状
の
み
で
あ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。多
く
の
患

者
さ
ん
は
健
康
診
断
や
他
の
病
院
で
行
っ
た

血
液
検
査
な
ど
の
異
常
か
ら
血
液
の
病
気
を

疑
わ
れ
て
ご
紹
介
と
な
り
ま
す
。気
に
な
る
場

合
は
、ま
ず
は
健
康
診
断
を
受
け
た
り
、か
か

り
つ
け
医
の
先
生
な
ど
に
ご
相
談
し
て
み
る

と
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
最
後
に
、お
知
ら
せ
を
兼
ね
て
当
科
の
ご
案

内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。当
科
は
全
国
の

血
液
内
科
の
中
で
も
、国
内
有
数
の
多
く
の
症

例
数
を
扱
っ
て
お
り
、造
血
幹
細
胞
移
植
や

C
A
R
‐
T
細
胞
療
法
な
ど
血
液
の
病
気
の

診
療
に
必
要
な
高
度
な
設
備
や
体
制
が
完
備

さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、新
薬
に
つ
い
て
の

国
際
的
な
治
験
も
数
多
く
取
り
扱
っ
て
お
り
、

最
先
端
の
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、血
液
の
病
気
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、

お
気
軽
に
ご
紹
介
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

企
画
　
一
般
財
団
法
人
　
里
仁
会

れ
ん
げ
会
の
お
知
ら
せ

　
「
れ
ん
げ
会
」は
、障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
が
、

身
近
な
地
域
で
障
が
い
種
別
に
関
係
な
く
不
安
や

疑
問
を
相
談
し
た
り
、楽
し
み
な
が
ら
交
流
を
深

め
る
会
で
す
。今
回
は
、お
い
し
い
ラ
ン
チ
を
作
っ

て
み
ん
な
で
食
べ
ま
し
ょ
う
。

日
時　
12
月
12
日（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

場�

所　
昭
和
町
総
合
会
館　
調
理
実
習
室

　
　
　
（
昭
和
町
押
越
６
１
６
）

対�

象　

中
央
市
ま
た
は
昭
和
町
に
在
住
の
、障
が

い
に
係
る
手
帳
や
診
断
の
あ
る
人
や
難
病
認
定

さ
れ
て
い
る
人

定
員　
15
人（
先
着
）

持�

ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、ハ
ン
カ
チ
、三
角
巾（
バ
ン

ダ
ナ
）、マ
ス
ク
、飲
み
物

参
加
料　
５
０
０
円

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

➡�

申
込
み
・
問
合
せ

　
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
「
穂
の
か
」

☎
２
７
４
ー
１
１
０
０

２
７
４
ー
１
１
０
３

山
梨
県 
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
支
援
金
給
付
事
業

　

山
梨
県
で
は
、Ｌ
Ｐ
ガ
ス
料
金
の
高
騰
に
よ
り

影
響
を
受
け
て
い
る
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
、住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
し
、

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
料
金
の
一
部
を
支
援
す
る「
令
和
８
年

度
山
梨
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
支
援
金
給
付
事
業
」を
実
施

し
て
い
ま
す
。

対�

象　
山
梨
県
在
住
の
令
和
8
年
度
住
民
税
非
課

税
世
帯
の
う
ち
、Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
使
用
し
て
い
る

世
帯

支
援
額　
１
世
帯
あ
た
り
１
万
円

申
込
期
限　
12
月
28
日（
月
）

※�

詳
細
は
山
梨
県
Ｈ
Ｐ（https://w

w
w
.pref.

yam
anashi.jp/hokensom

/fukushi_
kikaku/r8lpgasu_shien.htm

l

）を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

➡�

問
合
せ　

山
梨
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
支
援
金
給
付
事
業

事
務
局　
　
　
　
　
　
☎
２
４
２
ー
８
４
９
１

詳細はこちら
（市HP）

・火災発生時の消火活動、消防職員のサポート
・災害発生時の水防活動や避難誘導
・地域の消防設備や車両の点検、訓練など

➡問合せ　危機管理課　☎274-8519

市内在住または在勤の18歳以上の人で、心身
ともに健康な人（性別不問）

消防団員
の 活 動

入 団
資 格

令和８年度からは、災害時の活動な
どに特化した機能別消防団員制度も
導入しました。詳細は市HPをご覧く
ださい。

地 域包括支援センターでは、高齢者
を対象とした各種福祉サービス

を実施しています。
　サービスによって申込方法が異なり
ますので、詳細は市HPをご確認いただ
くか、地域包括支援センターにお問い合
わせください。

▶布団乾燥・理美容サービス事業
▶日常生活用具給付（貸与）事業
▶救急医療情報キット事業
▶金婚・ダイヤモンド婚祝い事業
▶敬老祝金支給事業
▶移動・お出かけサービス

地域包括支援センターから

高齢者福祉サービス高齢者福祉サービス
のご案内

高齢者福祉サービス一覧高齢者福祉サービス一覧

➡問合せ
　地域包括支援センター
　☎274-8558

詳細はこちら
（市HP）

イ
ベ
ン
ト・教
室

相　
談

が
ん
ば
れ
子
育
て

イ
ベ
ン
ト・教
室

募　
集

相　
談

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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募　
集

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部



交通安全メッセージ横断幕完成お披露目式　　～市役所～

10/2（金）

9/14（月）

9/20（日）

10/14（水）

9/21（月・祝）

ポジヘルまつり＆愛育まつり　　～玉穂総合会館～

振り付けコンテスト優勝おめでとう！ 缶バッチ作りを体験する親子

　一人ひとりが「自分らしい健康」を見つけて実
践すること（ポジティブヘルス）を楽しみながら
学ぶためのイベント「ポジヘルまつり」が、今年
初めて開催されました。（愛育まつり同時開催）
　会場では、山梨大学医学部の大岡忠生准教授
のトークセッションのほか、オリジナル体操曲

「ポジヘルソング」に合わせた振り付けを考える
コンテストなどが実施され、参加者たちは楽し
く健康について学びました。

認知症サポーター養成講座　　～玉穂総合会館～

秋の全国交通安全運動街頭指導所開設　　～イオンタウン山梨中央～

明治安田寄付金目録贈呈式　　～市役所～

これからの活動に活かしていきます

啓発品を配布し、交通安全を呼びかけました

ご寄付ありがとうございますたくさんの消防団員が受講しました

出発式に参加する関係団体の皆さん

明治安田生命保険相互会社 甲府支社 久保支社長

　消防団員を対象に、認知症サポー
ター養成講座が実施されました。認知
症についての基礎や、認知症の人とど
のようにコミュニケーションを取る
べきか学び、受講者にはオレンジリン
グが授与されました。
　今回学んだ知識を今後認知症の行
方不明者の捜索や、災害時の避難誘導
に活かしていきます。

　９月21日（月・祝）～30日（水）に実
施された「秋の全国交通安全運動」にあ
わせて、運動開始を宣言する出発式がイ
オンタウン山梨中央で開催され、南甲
府警察署などの多くの関係団体が出席
しました。
　出発式の終了後には、反射材などの
啓発品を来場者に配布しながら交通安
全を呼びかけました。

　明治安田生命保険相互会社から市
に「私の地元応援募金」というかたち
でご寄付をいただきました。
　「私の地元応援募金」は、従業員が出
身地や居住地などのゆかりのある地
域へ募金をするというもので、明治安
田生命保険相互会社が展開する「地元
の元気プロジェクト」の一環として取
り組まれているものです。

10/12（月・祝） スポーツフェスティバル開催　　～アシストグループ総合防災公園～

車いすバスケに初挑戦、シュート決まるか⁉ お手玉を使って、脳トレにチャレンジ子どもたちに大人気のヴァンくんふわふわ遊具

よ～く狙って、それ！

親子で楽しくボッチャを体験

　（一社）ヴァンフォーレスポーツク
ラブ企画・運営のスポーツイベント

「中央市スポーツフェスティバル」が開
催され、多くの来場者で賑わいました。
　特設ステージで山梨県を拠点に活
動するプロスポーツ選手などのトーク
ショーが開かれたほか、公園内の各所に
車いすバスケやボッチャ、モルックな
どの体験コーナーが設けられました。

田富南保育園竣工式　　～田富南保育園～10/10（土）

新園舎は11月から開所します 素敵な演奏で竣工式を盛りあげてくれた園児たち

　市では、子どもたちの健やかな成長
と子育て環境の充実を図るため、公立
保育所の再編を進めており、田富第二・
田富第三保育園の統合を目的とした
田富南保育園が完成し、竣工式を開催
しました。
　竣工式では、園児たちによるマーチ
ングが披露され、新たな保育園にふさ
わしいにぎやかな門出となりました。 みなさん交通安全に気をつけましょう

　南甲府交通安全協会田富支部では、市民の交通安全意識を高めるため、令和
５年度から毎年、秋の全国交通安全運動に合わせて田富地区の小学６年生が
考えた交通安全メッセージが記載された横断幕を制作しています。この日、
令和８年度の横断幕が完成したため、お披露目式が開催されました。
【最優秀作品に選ばれた交通安全メッセージ】
「思いやりあるからこその交通安全」　田富小学校
「あわてるな心のゆとりが身を守る」　田富北小学校
「ヘルメット　自分を守る　命綱」　　田富南小学校

※横断幕は秋の全国交通安全運動期間（９月21日～ 30日）に各小学校からメイン通りに向けて飾られました。

迫力のある舞に大きな拍手がわきました ラリーが続き大盛りあがり！演劇「板額御前物語」は勉強になるストーリーでした おにぎり型のボールでバウンドが予測できません

　浅利与一義成公の妻の板額
御前は、新潟県胎内市がふるさ
とです。
　浅利与一義成公が訪れたか
もしれないこの地で開催され
た「第24回板額の宴」に、中央市
文化協会舞踊部板額会の皆さ
んが出演し「与一と板額の舞」
を披露しました。

　子どもから大人まで誰でも簡単に参加
できる軽スポーツをPRするイベント「中央
市軽スポーツ普及会（中央市スポーツ推進
委員協議会主催）」が開催され、参加者が

「ファミリーバドミントン」と「さいかつ
ボール」を楽しみました。
　慣れないルールに最初は戸惑っていた
初参加の人も、ラリーが続くようになると
夢中でボールを追いかけていました。

板額姫を訪ねて400㎞　～板額の宴～　　～新潟県胎内市～ 簡単なスポーツで、いつの間にか仲良しに　　～玉穂南小学校～10/11（日） 9/19（土）
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図書館だより
Instagramは
こちら

HPはこちら

●玉穂生涯学習館　　☎230-7300●玉穂生涯学習館　　☎230-7300
●田富図書館　　　　☎274-3311●田富図書館　　　　☎274-3311
●豊富図書館（分館）　☎269-4011●豊富図書館（分館）　☎269-4011

児
童（
幼
児
く
ら
い
か
ら
）　

本
に
は
穴
が
あ
い
て
い
ま
す
。穴
に

ゆ
び
を
い
れ
て
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
と
…
。

「
あ
れ
あ
れ
？
１
本
の
ゆ
び
が
へ
ん
し

ん
し
ち
ゃ
う
！
」最
後
は
な
に
に
な
る

の
か
な
？
楽
し
い
あ
そ
び
絵
本
で
す
。

　
無
知
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
事

件
を
紹
介
し
、逮
捕
さ
れ
た
原
因
や
対

処
方
法
を
具
体
的
に
解
説
。犯
罪
は
決

し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。自
分

自
身
は
も
ち
ろ
ん
大
切
な
人
を
守
る
た

め
に
も
役
立
つ
一
冊
で
す
。

　

身
近
な
食
材
を
使
っ
て
10
分
で
作

る
こ
と
の
で
き
る「
お
い
し
い
お
守
り
」

薬
膳
常
備
菜
の
レ
シ
ピ
集
。日
々
の
食

事
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な

不
調
を
取
り
除
く
、薬
膳
の
魅
力
が
詰

ま
っ
た
一
冊
で
す
。

　
世
界
遺
産
は
い
つ
、誰
が
、ど
の
よ
う

に
決
め
て
い
る
の
で
し
ょ
う
？
世
界
遺

産
登
録
の
最
前
線
で
働
く
人
た
ち
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
交
え
な
が
ら
、世
界

遺
産
誕
生
ま
で
の
流
れ
を
分
か
り
や

す
く
解
説
し
た
一
冊
で
す
。

　

い
ろ
ん
な
教
室
に
行
き
、い
っ
し
ょ

に
授
業
を
楽
し
み
、給
食
を
食
べ
、掃
除

し
て
、校
舎
の
な
か
を
上
へ
下
へ
。

　

友
だ
ち
や
家
族
、担
任
の
先
生
と
も

ち
ょ
っ
と
違
う
、校
長
先
生
の
一
日
を

写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

児
童（
小
学
低
学
年
く
ら
い
か
ら
）

児
童（
小
学
高
学
年
く
ら
い
か
ら
）

一
般

一
般

一
般

　
人
を
か
ん
で
ケ
ガ
を
負
わ
せ
て
し
ま

う
犬
た
ち
の
た
め
の
保
護
施
設「
わ
ん
ず

ふ
り
ー
」で
は
、犬
が
ス
タ
ッ
フ
を
し
て

い
ま
す
。殺
処
分
を
さ
れ
る
運
命
に
あ
っ

た
犬
た
ち
が
、保
護
さ
れ
、穏
や
か
な
犬

に
な
っ
て
い
く
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

11月のおはなし会

▶玉穂生涯学習館
　ちいちゃいちいちゃいおはなし会（６か月～３歳）
　日時　11月18日（水）、12月２日（水）　午前10時30分～
　おはなしでてこい（幼児～小学校低学年）
　日時　11月15日（日）、12月５日（土）　午前11時～
▶豊富図書館
　おはなしかいモモ（３歳～８歳くらい）
　日時　11月28日（土）　午前10時30分～
▶田富図書館
　トミーくんのおはなし・あそびタイム（６か月～）
　日時　11月17日（火）　午前11時～
　キッズおはなしききタイム（３歳～８歳くらい）
　日時　11月14日（土）　午前11時～

玉穂生涯学習館イベント
▶図書館シネマ
　日時　11月19日（木）　午後７時～（開場：午後６時30分）
　上映作品　「ティファニーで朝食を」
▶新聞紙でつくるかんたんだるまづくり
　日時　11月28日（土）　午後１時30分～
　定員　20人
　申込期間　11月11日（水）　午前10時～
　申込方法　電話またはカウンター
▶聴いておくんなって　霜月むかし語りの会
　日時　11月29日（日）　午後１時30分～３時
　出演　山梨むかしがたりの会
▶きっかけ講座　正月飾り「鏡餅アレンジメント」
　日時　12月６日（日）　午後１時30分～
　講師　小山純子さん
　定員　15人
　参加料　2,000円
　申込期間　11月11日（水）午前10時～ 29日（日）午後５時まで
　申込方法　電話またはカウンター
▶コーヒーセミナー「クリスマス編」
　日時　12月13日（日）　午後１時30分～
　定員　15人
　参加料　3,300円
　申込期間　11月11日（水）～ 25日（水）午後５時まで
　申込方法　電話またはカウンター
▶玉穂生涯学習館ロビーギャラリー
　「四季・山の友」写真・ガラス絵合同展
　期間　11月28日（土）～ 12月９日（水）
　トークイベント「撮影ポイントに関する四

よもやまばなし

方山話」
　日時　12月５日（土）　午後１時30分～２時30分

い
つ
も
お
い
し
い
！ 

10
分
薬
膳
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備
菜

阪
口
珠
未 

著　
ｍ
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ｙ 

イ
ラ
ス
ト　
日
本
文
芸
社

か
む
犬
、う
な
る
犬

犬
た
ち
が
傷
つ
い
た
犬
を
癒
し
て
い
く

太
田
京
子 

著　
岩
崎
書
店

中央市

中央市の人口と世帯
　面積：31.69㎢　面積：31.69㎢
　中央市役所の位置　中央市役所の位置
　 北緯35度35分58秒　 北緯35度35分58秒
　 東経138度31分2秒　 東経138度31分2秒

令和８年10月１日現在　（　）は前月比令和８年10月１日現在　（　）は前月比
住民基本台帳人口住民基本台帳人口…… 30,315人 （＋20人）30,315人 （＋20人）
　　男男…………………………………… 15,048人 （＋16人）15,048人 （＋16人）
　　女女…………………………………… 15,267人 （＋４人）15,267人 （＋４人）
世　帯世　帯……………………………… 14,415世帯14,415世帯  （＋11世帯）（＋11世帯）

世
界
遺
産
は
ど
う
決
ま
る
？

今
こ
そ
知
り
た
い
世
界
遺
産
の
し
く
み
！
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界
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だ
け
で
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知
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な
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す
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文
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デ
ザ
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福
音
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書
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は
た
ら
く
校
長
先
生

吉
田
亮
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写
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矢
萩
多
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創
元
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今
月
の
表
紙
は
、９
月
27
日（
日
）に
開
催
さ

れ
た「
第
２
回 

Ｎ
ｏ
ｒ
ｄ
ｉ
ｓ
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Ｍ
ｏ
ｕ
ｎ
ｔ

ａ
ｉ
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Ｔ
ｒ
ａ
ｉ
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ｉ
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Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ｈ
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Ｃ
Ｈ
Ｕ
Ｏ
」の
一
コ
マ
で
す
。

　
早
朝
か
ら
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
た
い
ら
山
に
登
り
、

山
頂
で
ラ
ン
ナ
ー
が
来
る
の
を
今
か
今
か
と

待
ち
受
け
て
い
た
の
で
す
が
、ト
ッ
プ
の
ラ
ン

ナ
ー
が
現
れ
る
直
前
、濃
霧
が
発
生
し
て
数
ｍ

先
も
見
え
な
い
く
ら
い
辺
り
が
真
っ
白
に
。

　

Ａオ
ー
ト
フ
ォ
ー
カ
ス

Ｆ
が
機
能
し
な
い
絶
体
絶
命
の
中
、冷
や

汗
を
か
き
な
が
ら
撮
影
し
た
写
真
、市
公
式
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　シルクの里　繭玉・つむぎ作品展
　期間　12月10日（木）～ 25日（金）
　【ワークショップ】（当日参加もできます）
　日時　12月12日（土）・13日（日）　午後１時30分～
　内容　繭玉、繭玉リース、コースター織など
　定員　各日10人
　参加料　500円～ 600円（制作品により金額が変わります）
　申込期間　11月11日（水）午前10時～
　申込方法　電話またはカウンター

豊富図書館イベント
▶おりがみで楽しみましょう
　日時　11月８日（日）、11日（水）、12月９日（水）
　　　　午前10時～ 11時30分

田富図書館イベント
▶絵画同好会会員展覧会
　会員それぞれの個性的な水彩画、水墨画をご覧ください。
　日時　11月14日（土）～ 28日（土）
▶ちょっときのはやいクリスマスのつどい
　日時　12月６日（日）　午後２時～３時30分
　内容　手あそび、大型絵本、パネルシアター
　※参加者にはかわいいプレゼントもあります。

３館共通イベント
▶図書館ボランティア養成講座「ストーリーテリング講座」
　日時　12月９日（水）　午後２時15分～４時
　講師　やすやまりょうこさん（ことのは舎）
　対象　素話・語り聞かせを始めてみたい人
　定員　30人
　申込期間　11月11日（水）午前10時～
　申込方法　玉穂生涯学習館、田富図書館カウンターまたは電話

もっと
知りた

い！

図書館探検隊

　11月から玉穂生涯学習館・
田富図書館で、Wi-Fi利用がで
きます。
　パソコンやスマートフォン
などのインターネット接続に必要な機器を持参してく
ださい。利用可能エリアや時間などの詳細は、各図書館
の館内掲示またはカウンターでご確認ください。

※�閲覧サイトのフィルタリングを実施しています。一部
表示できないサイトがあります。

図書館図書館でWi-FiWi-Fi がが
使えるようになります使えるようになります
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〒
409-3892  山

梨
県
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央

市
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井
阿
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301-1

TEL.055-274-1111（
代

表
）　

FA
X.055-274-7130

U
RL https://w

w
w

.city.chuo.yam
anashi.jp

保育園給食の献立保育園給食の献立

わんぱくレシピわんぱくレシピ

市
政
に
つ
い
て
の
意
見
な
ど
、お
気

づ
き
の
こ
と
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

history No.66

昭和時代

2026
N
o.249

11
発

行
：

山
梨

県
中

央
市

　
令

和
８

年
11月

１
日

発
行

①
鍋
に
☆
を
入
れ
て
、ひ
と
煮
立
ち

さ
せ
る
。

②
白
身
魚
に
片
栗
粉
を
つ
け
て
、

１
７
５
℃
の
油
で
き
つ
ね
色
に
な

る
ま
で
揚
げ
る
。

③
②
に
①
を
絡
め

て
味
付
け
を
し
、

ご
ま
を
か
け
て

完
成
。

味
付
け
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
の
で
、

ご
飯
が
進
み
ま
す
。

カレイの切り身�� ４切れ
片栗粉����� 大さじ2
揚げ油������� 適量
ごま������ 小さじ1

しょうゆ���� 大さじ1
みりん����� 小さじ2
砂糖������ 小さじ4
水������� 大さじ1

エネルギー たんぱく質 脂質 食塩相当量
128kcal 10.3g 5.2g 0.7g

※１人分の摂取量※１人分の摂取量

■サンマや、イワシなどの
魚に変えてもおいしく
できます。

作
り
か
た

ポ イ

ン ト
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寒くなってきたね。そうだスケートに行こう。

　昭和の中頃、近所の水たまりや田んぼに氷がはると
そこはスケート場となりました。現在の70歳前後の
人はうなずく人も多いのではないでしょうか。その頃
のスケート靴が豊富郷土資料館に展示されています。
　見た目は下駄ですが、よく見れば歯ではなく刃がつ
いています。台の長さは22.5cm、鼻緒もついていて
普通の下駄ですが、底には長さ40.0㎝、高さ2.5㎝の
鉄製のまっすぐな刃が３か所で台にしっかりと固定
されています。刃を台に固定する部分には「NEW　
SPEED」と型押しされているためかわかりませんが、
この下駄スケートのことを子どもたちはスピードと
呼んでいました。
　滑るときは、脱げないように足に紐でぐるぐる巻
きにしましたが、靴ではないので足はびちょびちょ
に濡れてしまったそうです。スケートリンクは、永源
寺（下河東）の裏、東花輪駅の近く、田んぼなど、いろ
いろなところにありました。

☆

下駄スケート




